
 

 

 

新時代の働くまちの形成 

 

○ 地域の稼ぐ力を高めるとともに、地域内経済循環

を実現し、まちの経済を活性化する。 

○ DX や GX の導入等を推進し、新たなビジネスの

創出を図る。 

○ 働くまちとしての強みをいかし、働き手と事業者

のマッチング等を進め、人材不足解消に取り組む。 

○ 女性や若者など、誰もが働きやすい環境の実現を

図る。 

 

にぎわい・交流拠点の創出 
 

○ 中心市街地の活性化を通じて、新たなにぎわいを

創出し、エリアの価値向上につなげる。 

○ まちの新たな活力を生み出す担い手を支援する。 

○ 公民連携を強化し、さらなる民間投資を促す。 

○ 四国の交流拠点として、関係人口・交流人口の増

加を図る。 

○ 移住・定住を推進し、人口減少を緩やかにする。 

 

ウェルビーイングな暮らしの実現 
 

○ 暮らしのあらゆる分野において、DXをはじめと

した新技術の導入を促進する。 

○ 持続可能な暮らしの実現に向けて、ゼロカーボン

シティの取組等を推進する。 

○ 性別や国籍等を問わず、豊かなで多様な文化が根

付く、共生社会の実現を図る。 

○ 買い物などの日常生活の利便性を高めるととも

に、今ある医療や福祉、教育、子育て環境の充実

を図り、健康で生きがいを持ち続けられる「ウェル

ビーイング」な環境づくりを進める。 

重点テーマ 

坂出市の魅力、強み 
 
（立地・産業） 
 海陸交通の要衝（人・物のハブ） 
 番の州臨海工業団地 
 起業・創業支援（Saka-Biz など） 
 坂出三金時 
 
（自然・環境） 
 温暖な気候で降水量が少なく、晴れの

日が多い 
 自然災害が少ない 
 瀬戸内海の多島美、五色台・城山などの

景勝地が豊富 
 

（歴史・文化・観光） 
 道路鉄道併用橋としては世界最大級で

ある瀬戸大橋 
 「塩のまち」としての歴史 
 崇徳上皇ゆかりの白峯寺、讃岐国府跡、

国宝神谷神社、国の重要文化財・鍋島灯
台などの豊富な文化財 

 音の出る石「サヌカイト」の産地 
 国内有数の競技場である府中湖カヌー

競技場 

 太鼓台等地元の祭りが盛ん 

 
（暮らし、教育） 
 交通アクセス等、利便性の良さ 
 静かで安心できる生活環境 
 ４つの高校と附属幼・小・中・特別支援学

校がある 
 中心市街地に３つの総合病院。介護施設

等も多い 
 モスクや教会など、外国人も住みやすい

環境 

重点課題 

 

日常生活の利便性の向上や 

にぎわい・活力創出が必要 
 

 

働く環境の充実が必要 
 

 

様々な分野に新技術等を 

取り入れ、 

持続可能な環境づくりが必要 
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